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学校数 小学校14校、中学校６校 

地域学校協

働活動推進

員等の配置

状況 

統括的な地域学校協働活動推進員 １人 

地域学校協働活動推進員 18人 

統括コーディネーター ０人 

地域コーディネーター ０人 

CS及び地域

学校協働本

部設置状況 

CSを導入している学校数 小23校  中９校 

地域学校協働本部が 

カバーしている学校数 
小14校  中６校 

 

（活動の実際） 

大里西小学校の取組 

「地域とともに『ＢＯ－ＫＥＮあいち 体験型防犯教室』の開催」 

≪活動について≫ 

子供たち自身の危機回避と自己防衛能力の向上を図ることを目的に、愛知県警察が実施している防犯教室

を活用し、地域の登下校付き添いや見守りを行っている「アンアン隊」の方々やおやじの会、参加児童の保護

者の皆様も参加しての体験活動や交流活動を行った。 

≪開催日時及び場所≫ 

・令和5年6月24日（土）午前10時～11時30分 稲沢市立大里西小学校体育館 

≪活動の対象≫ 

・小学校１、２年生の児童とその保護者や祖父母 

・地域住民 

≪活動内容≫ 

・登下校の見守り組織「アンアン隊」の紹介 

・稲沢警察署講話 

・防犯体験学習（怪しい人の見分け方、防犯ブザーの使い方、大声で助けを呼ぶ練習など） 

≪活動で意識していること≫ 

・学校と地域が共通理解のもと、協働しながら一体となって取り組むことを目指す。 

・「地域の子供は地域で守り、育てる」という意識を高める。 

（◎成果と●課題） 

◎学校、地域の連携体制の一層の充実が進められることにより、地域全体で子供たちの安心・安全や豊かな学

びを支える雰囲気が醸成されることとなる。 

◎日頃登下校で顔を合わせているものの、子供たちもアンアン隊の皆さんをどういう方か知ることができな

かったが、同じ活動を行ったことで互いに顔や名前を覚えて親しくなれた。 

●地域学校協働活動については、当市では初年度であるため、地域での認知はまだまだこれからであり、地域

住民への周知が必要であると感じている。 

●この学校の実践活動は、推進員の行動力から活動につなげていったものであるが、他校においても、他の活

動を実践する上でも、推進員が学校と地域をつなぐコーディネーターとして活動に関わっていけるように

しないと、この事業の在り方が問われ、衰退してしまうことを危惧する。 

（関係者の声） 

・推進員に活動のコーディネーターとして各組織の橋渡しの役割を果たしていただいたおかげで、充実した

活動となった。（関係組織役員） 

・地域の人からいろいろ勉強できた。地域の行事があればまた参加したい。（参加児童） 

・児童の防犯意識が少しずつ高まっている。こういった地域の取組に感謝したい。（学校関係者） 

 


